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月日 曜日 回数 月日 曜日 回数

4月7日 木 1 4月7日 木 1

4月14日 木 2 4月14日 木 2

4月21日 木 3 4月21日 木 3

4月28日 木 4 4月28日 木 4

5月12日 木 5 5月12日 木 5

5月19日 木 6 5月19日 木 6

5月26日 木 7 5月26日 木 7

6月2日 木 8 6月2日 木 8

6月9日 木 9 6月9日 木 9

6月16日 木 10 6月16日 木 10

6月23日 木 1 6月23日 木 11

6月30日 木 2 6月30日 木 12

7月7日 木 3 7月7日 木 13

7月14日 木 4 7月14日 木 14

7月21日 木 5 7月21日 木 15

9月8日 木 9月8日 木

9月15日 木

9月29日 木 6 9月29日 木

10月6日 木 7 10月6日 木 1

10月13日 木 8 10月13日 木 2

10月20日 木 10月20日 木

10月27日 木 9 10月27日 木 3

11月10日 木 10 11月10日 木 4

11月17日 木 1 11月17日 木 5

11月24日 木 2 11月24日 木 6

12月1日 木 3 12月1日 木 7

12月8日 木 4 12月8日 木 1

12月15日 木 5 12月15日 木 2

12月22日 木 12月22日 木 3

1月5日 木 6 1月5日 木 4

1月12日 木 7 1月12日 木 5

1月19日 木 8 1月19日 木 6

1月26日 木 9 1月26日 木 7

2月2日 木 10 2月2日 木 8

2月23日 木

3月2日 木

平成２８年度医歯学融合教育（教養教育）

●　医学科・歯学科（２年生） ●医学科・歯学科（３年生）

1時限（9:00～9:50) ２時限（10:05～10:55) ３時限(11:10～12:00) 1時限（9:00～9:50) ２時限（10:05～10:55) ３時限（11:10～12:00)

生命科学基礎（生物学）
（医学科・歯学科２年生対象）

（医学科講義室1
および大学院講義室4）

主題別選択Ⅰ（前半）
（医学科・歯学科２年生対象）

（教養部教員）

（講義室：次ページ参照）

主題別選択Ⅱ（前半）
（医学科・歯学科３年生対象）

（教養部教員）

（講義室：次ページ参照）

主題別人文社会科学ｾﾐﾅｰ
(前期：前半）

（医学科・歯学科３年生対象）
（教養部教員）

（講義室：次ページ参照）

主題別選択Ⅰ（後半）
（医学科・歯学科２年生対象）

（教養部教員）
（※）6月30日のみ医学科講義室1
は、歯学部特別講堂に変更）

主題別選択Ⅱ（後半）
（医学科・歯学科３年生対象）

（教養部教員）
（※）6月30日のみ医学科講義室1
は、歯学部特別講堂に変更）

主題別人文社会科学ｾﾐﾅｰ
(前期：後半）

（医学科・歯学科３年生対象）
（教養部教員）

（講義室：次ページ参照）

生命科学基礎（化学）
（医学科・歯学科２年生対象）

（医学科講義室1
および大学院講義室4）

（※）6月30日のみ医学科講義室1
は、歯学部特別講堂に変更）

（講義室：次ページ参照） （講義室：次ページ参照）

主題別選択Ⅰ（予備日）
主題別人文社会科学セミナー（予

備日）
主題別選択Ⅱ（予備日）

試験 試験 生命科学基礎（化学・予備日）

生命科学基礎（化学）

（医学科・歯学科２年生対象）

（医学科講義室1

および大学院講義室4）

主題別人文社会科学ｾﾐﾅｰ

(後期：前半）

（医学科・歯学科３年生対象）

（教養部教員）（講義室：次ページ参照）

生命科学基礎（化学）

（医学科・歯学科２年生対象）

（医学科講義室1

および大学院講義室4）

主題別人文社会科学ｾﾐﾅｰ
(後期：前半）

（医学科・歯学科３年生対象）
（教養部教員）

（講義室：次ページ参照）

生命科学基礎（物理学）
（医学科・歯学科２年生対象）

主題別人文社会科学ｾﾐﾅｰ
(後期：後半）

（医学科・歯学科３年生対象）
（教養部教員）

（講義室：次ページ参照）

（医学科講義室1
および大学院講義室4）

生命科学基礎（物理学）
（医学科・歯学科２年生対象）

（医学科講義室1
および大学院講義室4）

試験 試験

試験 試験 試験
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講義室一覧

（生命科学基礎）

講義室 場所

1
医学科講義室１
（※）６月30日（木）のみ
歯学部特別講堂に変更

3号館2階
（※）６月30日（木）のみ
歯科棟南４階

2 大学院講義室４ M&Dタワー9階

（主題別選択Ⅰ・Ⅱ）

講義室 場所

1
医学科講義室１
（※）６月30日（木）のみ
歯学部特別講堂に変更

3号館2階
（※）６月30日（木）のみ
歯科棟南４階

2 医学科講義室２ 3号館3階

3 共用セミナー１ M&Dタワー24階

4 共用セミナー２ M&Dタワー23階

5 共用セミナー４ M&Dタワー22階

6 共用セミナー５ M&Dタワー15階

7 共用セミナー６ M&Dタワー15階

8 共用セミナー７ M&Dタワー14階

9 共用セミナー９

M&Dタワー8階（５月１９
日（木）より３号館５階演
習室１・２に変更）（注意：
医学科演習室５－１，２
ではありません。）

10 共用セミナー１０ M&Dタワー8階

11 共用セミナー１１ M&Dタワー6階

12 共用セミナー１２ M&Dタワー6階

13 大学院講義室３ M&Dタワー11階

14 大学院講義室４ M&Dタワー9階

15 演習室4-11.12 3号館3階

16 演習室5-1.2 3号館5階

17 演習室5-3,4 3号館5階

（主題別人文社会科学セミナー・講義）

講義室 場所

1 医学科講義室２ 3号館3階

2 大学院講義室３ M&Dタワー11階

3 大学院講義室４ M&Dタワー9階

4 症例検討室 医科新棟5階

5 第4ゼミナール室 7号館6階

6 共用セミナー７ M&Dタワー14階

7 共用セミナー９

M&Dタワー8階（５月１９
日（木）より３号館５階演
習室１・２に変更）（注意：
医学科演習室５－１，２
ではありません。）

8 共用セミナー１０ M&Dタワー8階

9 共用セミナー１１ M&Dタワー6階

10 共用セミナー１２ M&Dタワー6階



教養教育 

 世界に通用する医療人になるためには、専門教育で獲得する知と技に加えて、様々な文化

や多様な世界を理解できる教養と、他者を理解するための人間としての力が求められていま

す。教養部では、そのためには、教養教育と、専門教育を学ぶための基礎教育を並行して行

うことが必要だと考えています。 

 1年次には国府台キャンパスで、自然科学や人文社会科学の基本的な考え方を学ぶととも

に基礎学力の充実を図りました。2年次と 3年次には湯島キャンパスで、専門教育と密接に

かかわる自然科学の分野を「生命科学基礎」として学びます。さらに、自然科学、人文社会

科学、語学について複合的に学ぶことをとおして、自己問題提起・解決型の想像力を付ける

ことを目的とした、「主題別選択Ⅰ・Ⅱ」と「主題別人文社会科学セミナー」の授業が行われ

ます。 

 

 

科目概要 

1）生命科学基礎（生物学・化学・物理学） 

 1年次の学習だけでは不十分であった生物学、化学、物理学の内容を補うとともに、生命

科学に関係するトピックも取り上げ、医歯学の専門に関わる教育の基礎となる科学を総合的

に学ぶことで、基礎学力のさらなる充実を図り、専門教育への円滑につないでいくことを目

的としています。 

 

2）主題別選択Ⅰ・Ⅱ 

 「人間」という存在について、人間を生物的社会的存在たらしめている要素である「文化」

「生命」「言語」「制度」「時間」という 5つの視点の中から各自が 1つの視点を選択し、その

視点から「人間」を考えてみる授業です。3年次に行われる「主題別人文社会科学セミナー」

へ向け、視野を広げ、基礎的な知識や考え方を身につけることを目的としています。 

 

3）主題別人文社会科学セミナー 

 各主題に別れて、担当者の指導のもと、自ら問題を設定し、調査・考察・討論を経て、一

定の結論を導きます。自分が選択した主題の観点を中心に、「人間」という存在について、自

分の考えを持つことが期待されています。 
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生命科学基礎 
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時間割番号 000505 

科目名 生命科学基礎（生物A） 

担当教員 伊藤 正則 

開講時期 通年 対象年次 2   

・曜日・時間：木曜１限 

・対象学科：医学科・歯学科 

・科目を履修して得られる能力（コンピテンシー） 

 ４－２）生命現象・自然現象について総合的に理解するための基礎学 

 力・思考力を身につける 

授業の目的、概要等 

１年次の学習だけでは不十分な生物学の分野を補うとともに、生命科学のトピックスを取り上げることにより、専門教育の基礎となる部分

を学習する。また、医歯学の専門と関わる教育の基礎部分を総合的に理解することにより、専門教育へ円滑につないでいくことを目的と

する。 

授業の到達目標(SB0s) 

１）医歯学専門教育の基礎生命科学のトピックスについて理解し、説明することができる。 

２）生命科学の基礎的な分野について必要に応じて自学自習を行い、理解を深めることができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 担当教員 

1 4/7 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

2 4/14 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

3 4/21 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

4 4/28 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

5 5/12 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

6 5/19 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

7 5/26 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

8 6/2 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

9 6/9 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

10 6/16 09:00-09:50 医学科講

義室1 

伊藤 正則 

 

授業方法 

講義形式による。 

授業内容 

生命科学のトピックスを取り上げ、基本的な知識とその知識の発展性・応用性を説明する。 

成績評価の方法 

評価：試験による。生物学、化学、物理学の総合的評価による。前期では生物学と化学の前半部分の試験、後期ではは化学の後半部分と

物理学の試験を行う。試験のいずれか１つでも受験しなかった場合は履修放棄とみなす。 

再評価：有 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による。 

準備学習などについての具体的な指示 
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知識が体系的になるようにノートを整理する等の複習を行うこと。 

試験の受験資格 

２/３以上出席したものに試験の受験資格を与える。 

教科書 

必要に応じて参考資料を配布する。 

参考書 

時間生物学の基礎  ／富岡 憲冶：裳華房，2008 

履修上の注意事項 

出欠管理システムで出欠を記録する。 

連絡先 

伊藤 正則:itohmt.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

伊藤 正則:毎週月曜日 AM.10:00-PM.2：00 ヒポクラテスホール４階生物学教員研究室 
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時間割番号 000506 

科目名 生命科学基礎（生物B） 

担当教員 服部 淳彦 

開講時期 通年 対象年次 2   

・曜日・時間：木曜１限 

・対象学科：医学科・歯学科 

・科目を履修して得られる能力（コンピテンシー） 

   ４－２）生命現象・自然現象について総合的に理解するための基礎学 

       力・思考力を身につける 

授業の目的、概要等 

１年次の学習だけでは不十分な生物学の分野を補うとともに、生命科学のトピックスである『時間生物学・時間医療科学』を取り上げること

により、専門教育の基盤を学習する。また、医歯学の専門の基礎部分を総合的に理解することにより、専門教育へ円滑につないでいくこと

を目的とする。 

授業の到達目標(SB0s) 

１）医歯学専門教育の基礎生命科学のトピックスについて理解し、説明する 

  ことができる。 

２）生命科学の基礎的な分野について必要に応じて自学自習を行い、理解を 

  深めることができる。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 担当教員 

1 4/7 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

2 4/14 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

3 4/21 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

4 4/28 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

5 5/12 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

6 5/19 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

7 5/26 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

8 6/2 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

9 6/9 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

10 6/16 09:00-09:50 大学院講

義室4 

服部 淳彦 

 

授業方法 

講義形式による。 

授業内容 

生命科学の中でも『時間生物学・時間医療科学』のトピックスを中心に、生命現象の背後にある『時間』という概念の基本的な知識とその発

展・応用例を取り上げる。 

成績評価の方法 

評価： 試験 １００％ 

生物学、化学、物理学の各試験の成績評価による。前期は、生物学と化学の前半部分の試験、後期は、化学の後半部分と物理学の試験
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を行う。試験のいずれか１つでも受験しなかった場合は履修放棄とみなす。 

再評価：有 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による。 

準備学習などについての具体的な指示 

講義の内容と関連のある書物を読むこと。 

参考書 

時間生物学の基礎／富岡憲治, 沼田英治, 井上愼一 共著,：裳華房，2003 

連絡先 

服部 淳彦:ahattori.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

服部 淳彦:毎週 水曜：12：30〜14：00 金曜：10：30〜12：30 ヒポ 4F 教員研究室（A2) 
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時間割番号 000501 

科目名 生命科学基礎（化学A） 

担当教員 奈良 雅之, 大塚 淳 

開講時期 通年 対象年次 2   

・曜日・時間：木曜１限 

・対象学科：医学科・歯学科 

・科目を履修して得られる能力（コンピテンシー）： 

  ４－２）生命現象・自然現象について総合的に理解するための基礎学力・思考力を身につける 

授業の目的、概要等 

 １年次の学習だけでは不十分な化学の分野を補うとともに、生命科学に関係するトピックを取り上げることにより、専門教育の土台となる

科学的な基礎体力を養います。医歯学の専門に関わる教育の基礎となる科学を総合的に学習することにより、専門教育へ円滑につない

でいくことを目的としています。 

授業の到達目標(SB0s) 

生命科学の土台となる化学について、必要に応じて自学自習で理解を深めることができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 担当教員 

1 6/23 09:00-09:50 医学科講

義室1 

大塚 淳 

2 6/30 09:00-09:50 特別講堂 大塚 淳 

3 7/7 09:00-09:50 医学科講

義室1 

大塚 淳 

4 7/14 09:00-09:50 医学科講

義室1 

大塚 淳 

5 7/21 09:00-09:50 医学科講

義室1 

大塚 淳 

6 9/29 09:00-09:50 医学科講

義室1 

奈良 雅之 

7 10/6 09:00-09:50 医学科講

義室1 

奈良 雅之 

8 10/13 09:00-09:50 医学科講

義室1 

奈良 雅之 

9 10/27 09:00-09:50 医学科講

義室1 

奈良 雅之 

10 11/10 09:00-09:50 医学科講

義室1 

奈良 雅之 

 

授業方法 

講義形式による 

授業内容 

生命科学に関係する生体高分子、反応速度論を学習します。 

成績評価の方法 

評価：試験 100% ・レポート０％ 

   その他（授業中の回答状況等も考慮される。） 

再評価：有 再試験 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による 

準備学習などについての具体的な指示 

予習：授業で行う項目について教科書・参考書などをあらかじめ読んでおく。 

復習：授業で扱った項目について、教科書・参考書で確認し、演習問題などを通じて理解を深める。 

試験の受験資格 
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定期試験（考査）・再試験の受験資格：原則３分の２以上出席 

教科書 

生体分子化学／秋久俊博, 長田洋子 編,秋久俊博, 長田洋子, 浅田泰男, 石塚盛雄, 小池一男, 神野英毅, 西尾俊幸, 宮澤三雄 著,：共立

出版，2008 

数学いらずの化学反応論 : 反応速度の基本概念を理解するために／齋藤勝裕 著,：化学同人，2009 

参考書 

マクマリー有機化学（下）／JOHN McMURRY 著,伊東[ショウ], 児玉三明 訳者代表,：東京化学同人，2013 

アトキンス生命科学のための物理化学／Peter Atkins, Julio de Paula 著,稲葉章, 中川敦史 訳,：東京化学同人，2008 

履修上の注意事項 

生命科学基礎の評価は、生物学、化学、物理学の総合評価で行う。  前期の定期試験では、生物学と化学（の前半）、後期の定期試験で

は化学（の後半）と物理学について行う。試験のいずれか１つでも受験を放棄した場合、履修放棄とみなす。 

連絡先 

奈良 雅之:nara.las@tmd.ac.jp 

大塚 淳:ohtsuka.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

奈良 雅之:毎週水曜日PM.0:00-PM.2:00, 毎週金曜日PM.0:00-PM.1:00  ヒポクラテス 4階 

大塚 淳:毎週金曜日 PM.12:00-PM.1:00 ヒポクラテスホール４階 
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時間割番号 000502 

科目名 生命科学基礎（化学B） 

担当教員 奈良 雅之, 澤野 頼子 

開講時期 通年 対象年次 2   

・曜日・時間：木曜１時限 

・対象学科：医学科・歯学科 

・科目を履修して得られる能力（コンピテンシー）： 

  ４－２）生命現象・自然現象について総合的に理解するための基礎学力・思考力を身につける 

授業の目的、概要等 

１年次の学習だけでは不十分な化学の分野を補うとともに、生命科学に関係するトピックを取り上げることにより、専門教育の土台となる

科学的な基礎体力を養います。医歯学の専門に関わる教育の基礎となる科学を総合的に学習することにより、専門教育へ円滑につない

でいくことを目的としています。 

授業の到達目標(SB0s) 

生命科学の土台となる化学について、必要に応じて自学自習で理解を深めることができる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 担当教員 

1 6/23 09:00-09:50 大学院講

義室4 

奈良 雅之 

2 6/30 09:00-09:50 大学院講

義室4 

奈良 雅之 

3 7/7 09:00-09:50 大学院講

義室4 

奈良 雅之 

4 7/14 09:00-09:50 大学院講

義室4 

奈良 雅之 

5 7/21 09:00-09:50 大学院講

義室4 

奈良 雅之 

6 9/29 09:00-09:50 大学院講

義室4 

澤野 頼子 

7 10/6 09:00-09:50 大学院講

義室4 

澤野 頼子 

8 10/13 09:00-09:50 大学院講

義室4 

澤野 頼子 

9 10/27 09:00-09:50 大学院講

義室4 

澤野 頼子 

10 11/10 09:00-09:50 大学院講

義室4 

澤野 頼子 

 

授業方法 

講義形式による 

授業内容 

生命科学に関係する生体高分子、反応速度論を学習します。 

成績評価の方法 

評価：試験 100% ・レポート０％ 

   その他（授業中の回答状況等も考慮される。） 

再評価：有 再試験 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による。 

準備学習などについての具体的な指示 

予習：授業で行う項目について教科書・参考書などをあらかじめ読んでおく。 

復習：授業で扱った項目について、教科書・参考書で確認し、演習問題などを通じて理解を深める。 
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試験の受験資格 

定期試験・再試験の受験資格：原則３分の２以上出席 

教科書 

数学いらずの化学反応論 : 反応速度の基本概念を理解するために／齋藤勝裕 著,：化学同人，2009 

生体分子化学／秋久俊博, 長田洋子 編,秋久俊博, 長田洋子, 浅田泰男, 石塚盛雄, 小池一男, 神野英毅, 西尾俊幸, 宮澤三雄 著,：共立

出版，2008 

参考書 

アトキンス生命科学のための物理化学／Peter Atkins, Julio de Paula 著,稲葉章, 中川敦史 訳,：東京化学同人，2008 

マクマリー有機化学(下）／JOHN McMURRY 著,伊東[ショウ], 児玉三明 訳者代表,：東京化学同人，2013 

履修上の注意事項 

生命科学基礎の評価は、生物学、化学、物理学の総合評価で行う。  前期の定期試験では、生物学と化学（の前半）、後期の定期試験で

は化学（の後半）と物理学について行う。試験のいずれか１つでも受験を放棄した場合、履修放棄とみなす。 

連絡先 

奈良 雅之:nara.las@tmd.ac.jp 

澤野 頼子:sawano.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

奈良 雅之:毎週水曜日PM.0:00-PM.2:00, 毎週金曜日PM.0:00-PM.1:00  ヒポクラテス 4階 

澤野 頼子:毎週金曜日PM.0:00-PM.1:00 ヒポクラテス 4階 
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時間割番号 000503 

科目名 生命科学基礎（物理A） 

担当教員 越野 和樹 

開講時期 通年 対象年次 2   

・曜日・時間：木曜１限 

・科目を履修して得られる能力（コンピテンシー） 

  別表２－１） 

  別表４－２） 

授業の目的、概要等 

１年次の学習だけでは不十分な物理学の分野を補うとともに、振動・波動に関係するトピックを取り上げることにより、専門教育の土台とな

る科学的な基礎体力を養います。 

授業の到達目標(SB0s) 

医歯学の専門に関わる教育の基礎となる科学を総合的に学習することにより、専門教育へ円滑につないでいくことを目的としています。

生命科学の土台となる物理学について、必要に応じて自学自習で理解を深めることができることを到達目標とします。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 担当教員 

1 11/17 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

2 11/24 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

3 12/1 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

4 12/8 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

5 12/15 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

6 1/5 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

7 1/12 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

8 1/19 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

9 1/26 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

10 2/2 09:00-09:50 大学院講

義室4 

越野 和樹 

 

授業方法 

講義による 

授業内容 

単振動／連成振動／減衰振動／強制振動／波動方程式／波の反射と透過／定在波／電磁波 

成績評価の方法 

試験による。 

生命科学基礎の評価は、生物学、化学、物理学の総合評価で行う。前期の定期試験では、生物学と化学（の前半）、後期の定期試験では

化学（の後半）と物理学について行う。試験のいずれか１つでも受験を放棄した場合、履修放棄とみなす。 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による 

準備学習などについての具体的な指示 

講義資料をあらかじめダウンロードし（ＵＲＬは別途指示）印刷しておくことを前提とする． 

参考書 
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振動・波動／小形正男 著,：裳華房，1999 

連絡先 

越野 和樹:ikuzak.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

越野 和樹:毎週月曜日 12:00--13:00 ヒポクラテス 4階 
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時間割番号 000504 

科目名 生命科学基礎（物理B） 

担当教員 檜枝 光憲 

開講時期 通年 対象年次 2   

・曜日・時間：木曜１限 

・科目を履修して得られる能力（コンピテンシー） 

別表２－１） 

別表４－２） 

授業の目的、概要等 

目的 : 1年次の学習だけでは不十分な物理学の分野を補うとともに、振動・波動に関係するトピックを取り上げることにより、専門教育の土

台となる科学的な基礎体力を養う。 

医歯学の専門に関わる教育の基礎となる科学を総合的に学習することにより、専門教育へ円滑につないでいくこと。 

授業の到達目標(SB0s) 

生命科学の土台となる物理学について、必要に応じて自学自習で理解を深めることができるようになること。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 担当教員 

1 11/17 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

2 11/24 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

3 12/1 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

4 12/8 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

5 12/15 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

6 1/5 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

7 1/12 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

8 1/19 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

9 1/26 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

10 2/2 09:00-09:50 医学科講

義室1 

檜枝 光憲 

 

授業方法 

講義 

授業内容 

波とは 

調和振動子 

連制振動とモード 

1次元弾性波 

定在波 

反射と屈折 

電磁波の性質 

回折と干渉 

成績評価の方法 

試験による。 

-15-



生命科学基礎の評価は、生物学、化学、物理学の総合評価で行う。前期の定期試験では、生物学と化学（の前半）、後期の定期試験では

化学（の後半）と物理学について行う。試験のいずれか１つでも受験を放棄した場合、履修放棄とみなす。 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による 

準備学習などについての具体的な指示 

授業前にテキストに目を通し、大雑把な講義の内容を把握すること。 

試験の受験資格 

２/３以上出席したものに試験の受験資格を与える。 

参考書 

振動と波／長岡洋介 著,：裳華房，1992 

連絡先 

檜枝 光憲:hieda.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

檜枝 光憲:毎週月曜 11:00〜13:00 ヒポクラテス 4階 

-16-



 

 

主題別教育（医学科・歯学科）について 

 

【目的】 

 人間とは何か。これまで、偉大な先人達が、「人間」の解明にあらゆる観点からいどみ、

説明を試みてきました。それらは、「知」として蓄積され、私たちをさらなる思索へと導い

てくれます。 

 あらゆる学問は、この人間について思索をめぐらせ、理論化しようとするところから始

まったといってもよいでしょう。人間とは甚だ不可思議な、得体の知れない存在です。私

たちは、このよく分からない人間として、よく分からない人間が構築する世界で、よく分

からない人間と一緒に生きていかねばなりません。人間をめぐる思索は、自分自身の姿、

あるいは自分たちが生きる世界の構造を明らかにしようとする営みにほかならず、人間と

して生きていく上での必然的行為であり、人間の宿命であるともいえます。 

 主題別教育は、この「人間」という存在について、人間を生物的社会的存在たらしめて

いる要素である「文化」「生命」「言語」「制度」「時間」という５つの視点から考えてみよ

うという取り組みです。 

ゴールは、3年次に行う「主題別人文社会科学セミナー」です。このセミナーでは、各主

題に分かれて、担当者の指導のもと、自ら問題を設定し、調査・考察・討論を経て、一定

の結論を導出します。1年次および 2年次には、その準備として、視野を広げ、基礎的な知

識や考え方を身につけます。 

セミナー修了時には、みなさんは、自分が選択した主題の観点を中心に、「人間」という

存在について、自分なりの考えを持つことになるでしょう。もちろん、それは「絶対的な

正解」ではありません。しかし、各自が、3年間かけてたどりついた一つの「結論」です。 

そして、この「結論」は、さらなる「新たな問い」を生みだし、「思索」を促し、「新た

な結論」へとみなさんを導くでしょう。この、「問い」から「結論」へ、そして「新たな問

い」へという、とどまるところを知らない学問のダイナミズムを体験すること、そして、

自ら思索する力強さを身につけること、これが主題別教育の目的です。 

ここでの取り組みは、将来、「人間」そのものを対象とすることになる医学・歯学系の皆

さんを支える、大きな力となるはずです。 
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【５つの主題】 

 

文化と人間  生命と人間  言語と人間  制度と人間  時間と人間 

 

 

 各主題の目的は次の通りです。 

文化と人間 

 

 

文化とは、人間が創造し習得する精神的な価値の総体である。また、文化とは象

徴的記号の体系である。そのような文化を理解することによって、人間の本質を

捉えようとすることが目的である。 

生命と人間 

 

 

人間を含むあらゆる生物には生命が宿っている。医療はその生命と常に向き合わ

なければならない。その生命の多様な現象と、それに対する人間の様々な認識の

ありようを理解することが目的である。 

言語と人間 

 

 

人間と動物とを区別する最大の要素は言語の使用にある。人間は言語によって、

自らの世界を構築してきた。その言語に関する様々な事象を理解することによっ

て、人間の本質を捉えようとすることが目的である。 

制度と人間 

 

 

社会的生物である人間は、様々な制度に取り巻かれて生きている。その制度を相

対的に理解することと、制度の構造を分析することによって、人間のありようを

理解することが目的である。 

時間と人間 

 

人間は時間的存在であり、時間的拘束のもとに生きている。時間を相対的に理解

し、その構造を明らかにすることによって、人間存在の本質を理解することが目

的である。 

 

上の５つの主題の中から、１つ選択します。各主題とも、定員は約３０名です。  

 ３年次の「主題別人文社会科学セミナー」は、この主題に分かれて開講されます。各セ

ミナーは、１年次の人文社会科学科目の「主題に関連の深い科目」の担当者が担当する予

定です（この１年次人文社会科学の「主題に関連の深い科目」については、次の【各学年

の履修について】で説明します）。  

どの主題に進むかを決定する時期は、２年進級時です。１年生の２月に「希望調査」を

取り、希望を考慮しながら、各主題とも約３０名になるように振り分けます。 

１年生の間に、色々な科目を履修しながら、自分がどの主題を選択するかを考えておい

て下さい。 
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【各学年の履修について】 

１年生：基盤の形成 

必修科目・選択科目などで、さまざまな分野の科目が開講されています。それらに取り

組むことにより、それぞれの学問分野における基礎的な知識や、科学的な思考方法を身に

つけます。 

同時に、人間に関する根源的な問いに対して、これまで人間自身がどのようにアプロー

チし、どのように理論化してきたのかということを学びます。そして、「問いの継続と発展」

という学問のありようを理解します。 

１年生は、このように３年生のセミナーに向けて基礎体力を養いながら、自分がどの主

題に進むかを考える期間です。 

特に、人文社会科学科目には、「主題に関連の深い科目」が設けられています（下表）。

自分が進むかもしれないと思う主題については、その「主題に関連の深い科目」の中にあ

る科目を、積極的に履修しておくことをお勧めします。 

主題に関連の深い科目は次の通りです。各授業の内容については、それぞれのシラバス

を参照して下さい。 

 主題 関連の深い科目                    

文化と人間 文化人類学、歴史学、社会学 

生命と人間 哲学、倫理学、宗教学 

言語と人間 文学、哲学、文化人類学 

時間と人間 歴史学、社会思想史、社会学 

制度と人間 政治学、法学、社会科学特論 

 

２・３年生前期：主題別選択科目―視点の拡充― 

 ２・３年生では、前期の木曜日午前中に、「主題別選択科目」が開講されます。 

「主題別選択科目」とは、主題について考察できる、様々な学問分野にまたがった複合的

な内容の選択科目です。各科目とも、５０分間の授業が７回行われます。２年生と３年生

が合同で受講します。具体的には、各主題において、下表のような科目が開講されます。

開講科目は、若干の変更の可能性があります。２年前期の前半７回、前期の後半７回、３

年前期の前半７回、前期の後半７回にそれぞれ１科目ずつ履修します。自分が選択した主

題の「主題別選択科目」の中から２科目以上を履修することが必要です。ただし、２年前

期の前半・後半はいずれも、自分が選択した主題の「主題別選択科目」の中から履修しな

ければなりません。また、同一教員の科目を２回以上選択することはできません。前半７

回と後半７回、合計２科目を履修して、１単位取得となります。 
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（例）「言語と人間」を選択した学生 

→２年前期の前半７回「バルト『エッフェル塔』を読む」履修 

       〃   後半７回「数理理論と形式言語」履修 

 （この２科目で１単位取得） 
 

主題 主題別選択科目（28 年度開講） 

２・３年の前期前半７回（50 分×７回） ２・３年の前期後半７回（50 分×７回） 

文化と人間 

 

いのちと医療の歴史学（田中） 

スポーツと心（水野） 

バルト『エッフェル塔』を読む（中島） 

ドイツとヨーロッパの社会（シンチ） 

現代の日中関係（家永） 

社会の中の数学（清田） 

医療と物理の関係性（檜枝） 

物理数学演習 （越野） 

科学と疑似科学の境界（奈良） 

食品の科学（大塚） 

いのちと医療の倫理学（田中） 

スポーツと健康 (水野) 

フランス詩を読む（中島）  

ドイツとヨーロッパの現在（シンチ） 

中国政治テクスト分析（家永）  

タンパク質科学の光と影（奈良） 

民主主義を再考する（藤井） 

 

生命と人間 

 

スポーツと心（水野） 

医療と物理の関係性（檜枝） 

食品の科学（大塚） 

生物の中の糖（勝又） 

物理数学演習（越野） 

宇宙と生命（服部） 

生物間のコミュニケーション（伊藤） 

医療の社会学（藤井） 

ヒトの脳と言語（時本） 

スポーツと健康（水野） 

タンパク質科学の光と影（奈良） 

生物利用の科学（大塚） 

老化と寿命（服部） 

環境への適応（伊藤） 

英語で学ぶヒトの脳と言語（時本） 

言語と人間 

 

ディアスポラ（離散社会）の言語と文
学（高尾）  

バルト『エッフェル塔』を読む（中島） 

ドイツとヨーロッパの社会（シンチ） 

生物間のコミュニケーション（伊藤） 

ヒトの脳と言語（時本） 

ディアスポラの文化（高尾） 

フランス詩を読む（中島） 

ドイツとヨーロッパの現在（シンチ） 

中国政治テクスト分析（家永） 

数理理論と形式言語（清田） 

医療技術と物理（檜枝） 

微分方程式演習（越野） 

民主主義を再考する（藤井） 

英語で学ぶヒトの脳と言語（時本） 

制度と人間 

  

いのちと医療の歴史学（田中） 

バルト『エッフェル塔』を読む（中島）  

ドイツとヨーロッパの社会（シンチ） 

現代の日中関係（家永） 

社会の中の数学（清田） 

科学と疑似科学の境界（奈良） 

医療の社会学（藤井） 

ドイツとヨーロッパの現在（シンチ） 

中国政治テクスト分析（家永） 

数理理論と形式言語（清田） 

医療技術と物理（檜枝） 

微分方程式演習（越野） 

危険物の科学（勝又） 

民主主義を再考する（藤井） 

時間と人間 

 

語り（ナラティヴ）の構造（土佐）  

ドイツとヨーロッパの社会（シンチ） 

現代の日中関係（家永） 

食品の科学（大塚） 

宇宙と生命（服部） 

医療の社会学（藤井） 

語り（ナラティヴ）と時間（土佐） 

いのちと医療の倫理学（田中） 

フランス詩を読む（中島） 

ドイツとヨーロッパの現在（シンチ） 

中国政治テクスト分析（家永） 

数理理論と形式言語（清田） 

医療技術と物理（檜枝） 

微分方程式演習（越野） 

タンパク質科学の光と影（奈良） 
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生物利用の科学（大塚） 

老化と寿命（服部） 

環境への適応（伊藤） 

民主主義を再考する（藤井） 

 

 また、３年次に行われる主題別人文社会科学セミナーの担当者から、２年生の間にやっ

ておくべき課題が提示される場合があります。２年生は、「主題別選択科目」を受講し、同

時にその課題に取り組みながら、主題に関する視点の拡充をめざします。 

 

３年生：主題別人文社会科学セミナー―思考の深化― 

 ３年生では、主題ごとに、セミナーを受講します。 

 各主題の学生３０人を、１０人ずつのグループＡ・Ｂ・Ｃに分けます。セミナーは、こ

のグループごとに、７回ずつ行われます。セミナーを担当する教員は、１年次人文社会科

学の「主題に関連の深い科目」担当教員の予定です。 

 セミナーと平行して、「医療と法」および「医療と社会」という二つの講義科目が７回ず

つ開講されます。グループごとに「セミナー」「医療と法」「医療と社会」を７回ずつ受講

します。そして、学年の最後に開講される「総括セミナー」において、主題に関する自ら

の取り組みをレポートにまとめます。「総括セミナー」は、主題ごとに３０人全員が参加し、

討論を経てレポート執筆に取り組みます。 

 グループ

（各１０人） 

前  期 後  期 

前半７回 後半７回 前半７回 後半７回 

グループＡ セミナー 医療と社会 医療と法  

総括セミナー 

（セミナー論文執筆） 
グループＢ 医療と法 セミナー 医療と社会 

グループＣ 医療と社会 医療と法 セミナー 

 

１年生において基礎力を身に付け、自ら問いを見出す意識を養い、２年生「主題別選択

科目」において視野を広げてきました。３年生「主題別人文社会科学セミナー」では、そ

れらを前提にして、問題を設定し結論の導出を目指します。 

 問題設定は、自らの興味や関心にもとづいて、担当教員のアドバイスを受けながら、学

生それぞれが設定します。その問題について、調査や考察を行い、またその結果を他の受

講生と共有して、問題点を指摘しあいながら結論を導き出すのが「セミナー」です。そし

て、これらを集大成するのが、「総括セミナー（セミナー論文執筆）」です。 

 「総括セミナー（セミナー論文執筆）」、ここがこの主題別教育のゴール地点となります。 
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「総括セミナー（セミナー論文執筆）」までの予定 

   4 月 7 日（木）：各主題でオリエンテーション。 

        担当者より、セミナー計画・日程・セミナー論文の問題設定 

の仕方などについて説明。 

   4 月 14 日（木）～12 月 1 日（木）：セミナーと講義 

   12 月 8 日（木）～平成 29 年 2 月 2 日（木）：総括セミナー 

   2 月 10 日（金）：提出締切（予定） 

【今後の予定】 

2 年生 4 月～9 月 「主題別選択Ⅰ」受講 

3 月 「主題別人文社会科学セミナー」履修の説明 

3 年生 4 月～9 月 「主題別選択Ⅱ」受講 

4 月～3 月 「主題別人文社会科学セミナー」受講 

 

【成績・評価について】 

主題別選択Ⅰ・Ⅱ  前半と後半をあわせてそれぞれ 1 単位。 

原則としてレポート（80 点）、出席（20 点）で評価。 

ただし、レポートの代替として、授業の最終日に試験を実施することがある。 

主題別人文社会科学セミナーと講義 あわせて 2 単位 

原則として講義における試験と総括セミナーにおけるレポート（80 点）、出席（20 点）

で評価。 
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主題別選択Ⅰ・Ⅱ 
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医 療 と 法

（ 大 学 院 講 義 室 ③ ）

医 療 と 社 会

（ 大 学 院 講 義 室 ④ ）

セ ミ ナ ー

（ 共 用 セ ミ ナ ー ⑨ ）
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時間割番号 000801 

科目名 人文社会科学講義（医療と社会） 

担当教員 藤井 達夫 

開講時期 通年 対象年次 3   

曜日・時間： 木曜 3限 

対象学科： 医・歯学科 

科目を履修して得られる能力(コンピテンシー）：1-2)、1-4)、1-5)、1-8)、1-9)、2-4)、2-5) 

授業の目的、概要等 

巨大化し複雑化した現代の社会は、政治や経済、教育など、相対的に自律した諸システムから構成され、それらの相互作用によって機能

しています。この授業では、医療およびそれを支える制度を社会システムの一つとして理解することで、その特徴や、それが抱える問題

について検討します。特に、今年度は、日本の病院制度や医療保険制度の歴史に加え、医療資源の公正な配分について考えたいと思い

ます。 

授業の到達目標(SB0s) 

(1)医療およびその制度を、社会を構成する諸システムの一つとして理解し、政治や経済などの他の諸システムとの関係からそのあり方

を分析することができる。                        

(2)社会システムとしての医療およびそれを支える諸制度の歴史と仕組みを理解した上で、現在の医療システムが抱える問題点・課題を

発見し、その解決策について議論することができる。        

(3)これまでに学んだ知識や獲得した視野と、総括セミナーでの思考の深化とを架橋することができる 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 

1 4/7 11:10-12:00 大学院講

義室4 

オリエンテーション 藤井 達夫 

2 4/14 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第1回 藤井 達夫 

3 4/21 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第2回 藤井 達夫 

4 4/28 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第3回 藤井 達夫 

5 5/12 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第4回 藤井 達夫 

6 5/19 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第5回 藤井 達夫 

7 5/26 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第6回 藤井 達夫 

8 6/2 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第7回 藤井 達夫 

9 6/9 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第1回 藤井 達夫 

10 6/16 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第2回 藤井 達夫 

11 6/23 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第3回 藤井 達夫 

12 6/30 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第4回 藤井 達夫 

13 7/7 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第5回 藤井 達夫 

14 7/14 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第6回 藤井 達夫 

15 7/21 11:10-12:00 大学院講 第7回 藤井 達夫 
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義室4 

16 10/6 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第1回 藤井 達夫 

17 10/13 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第2回 藤井 達夫 

18 10/27 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第3回 藤井 達夫 

19 11/10 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第4回 藤井 達夫 

20 11/17 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第5回 藤井 達夫 

21 11/24 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第6回 藤井 達夫 

22 12/1 11:10-12:00 大学院講

義室4 

第7回 藤井 達夫 

23 12/8 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 藤井 達夫 

24 12/15 11:10-12:00 大学院講

義室4 

合同総括セミナー 藤井 達夫 

25 12/22 11:10-12:00 大学院講

義室4 

合同総括セミナー 藤井 達夫 

26 1/5 11:10-12:00 大学院講

義室4 

合同総括セミナー 藤井 達夫 

27 1/12 11:10-12:00 大学院講

義室4 

合同総括セミナー 藤井 達夫 

28 1/19 11:10-12:00 大学院講

義室4 

合同総括セミナー 藤井 達夫 

29 1/26 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 藤井 達夫 

30 2/2 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 藤井 達夫 

 

授業方法 

講義形式と授業内での質疑応答 

授業内容 

第1回 医療化された社会とその批判――医原病と脱医療化社会の試み   

第2回 社会システムとしての医療――パーソンズを中心に   

第3回 日本の医療制度の特徴(1)――病院  

第4回 日本の医療制度の特徴(2)――医療保険   

第5回 医療資源の配分とその問題  

第6回 医療資源の配分における公正な原理とは何か――どのように、誰が決定すべきなのか   

第7回 まとめと試験    

※以上の授業計画には、変更の可能性があります。 

成績評価の方法 

評価 ：  レポート 80％ ・ その他（授業での取り組み）   20％ 

再評価：  有（再評価方法）レポート          

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による 

準備学習などについての具体的な指示 

必要があれば、授業内で適宜、指示します。 
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教科書 

教科書は使用しません。 

参考書 

イヴァン・イリイチ『脱病院化社会』(1998年、晶文社)    

J.C.キャンベル、池上直己『日本の医療』(1996年、中公新書)         

広井良典『医療保険改革の構想』(1997年、日本経済新聞社)        

猪飼周平『病院の世紀の理論』(2010年、有斐閣)     

真野俊樹『比較医療政策』(2013年、ミネルヴァ書房) 

履修上の注意事項 

出欠・遅刻の扱いについては、該当する規則に従います。ただし、教員自身が出欠を取る場合もあります。 
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時間割番号 000802 

科目名 人文社会科学講義（医療と法） 

担当教員 飛田 綾子 

開講時期 通年 対象年次 3   

曜日・時間：木曜日3時限（11時10分から 12時） 

科目を履修して得られる能力(コンピテンシー）：別表1-2)人間の営みを知る。（ 社会制度や仕組みについての基本を理解する。）1-9)社会

への責任を自覚する。（市民としての倫理観を養う。） 

授業の目的、概要等 

医療保険をはじめとする、日本の社会保障の全体像を説明します。年金や介護、生活保護などの受給資格や保障内容を紹介します。現

在、政府が推進している社会保障改革についても説明します。また、アメリカやドイツなど他国との比較的視点も盛り込みつつ、日本の抱

える問題点についても考えます。 

授業の到達目標(SB0s) 

(1)国民皆保険・皆年金を実現している日本の社会保障制度と、日本国憲法とのつながりを理解する。(2)制度が抱えている問題を、財政や

制度内の不平等など多角的側面から考察できるようにする。(3)そうした問題点に対する自分の考えを持てるようにする。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 

1 4/7 11:10-12:00 大学院講

義室3 

オリエンテーション 飛田 綾子 

2 4/14 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第1回 飛田 綾子 

3 4/21 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第2回 飛田 綾子 

4 4/28 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第3回 飛田 綾子 

5 5/12 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第4回 飛田 綾子 

6 5/19 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第5回 飛田 綾子 

7 5/26 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第6回 飛田 綾子 

8 6/2 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第7回 飛田 綾子 

9 6/9 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第1回 飛田 綾子 

10 6/16 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第2回 飛田 綾子 

11 6/23 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第3回 飛田 綾子 

12 6/30 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第4回 飛田 綾子 

13 7/7 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第5回 飛田 綾子 

14 7/14 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第6回 飛田 綾子 

15 7/21 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第7回 飛田 綾子 

16 10/6 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第1回 飛田 綾子 

17 10/13 11:10-12:00 大学院講 第2回 飛田 綾子 
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義室3 

18 10/27 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第3回 飛田 綾子 

19 11/10 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第4回 飛田 綾子 

20 11/17 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第5回 飛田 綾子 

21 11/24 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第6回 飛田 綾子 

22 12/1 11:10-12:00 大学院講

義室3 

第7回 飛田 綾子 

23 12/8 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 飛田 綾子 

24 12/15 11:10-12:00 大学院講

義室3 

合同総括セミナー 飛田 綾子 

25 12/22 11:10-12:00 大学院講

義室3 

合同総括セミナー 飛田 綾子 

26 1/5 11:10-12:00 大学院講

義室3 

合同総括セミナー 飛田 綾子 

27 1/12 11:10-12:00 大学院講

義室3 

合同総括セミナー 飛田 綾子 

28 1/19 11:10-12:00 大学院講

義室3 

合同総括セミナー 飛田 綾子 

29 1/26 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 飛田 綾子 

30 2/2 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 飛田 綾子 

 

授業方法 

教員が作成したレジュメをもとに、講義形式で行います。 

授業内容 

第1回 社会保障制度の概要 （憲法とのかかわり、戦後史の中での制度の変遷など）  

第2回 医療保険（制度の概要、財政状況、強制加入になっている理由など）  

第3回 年金保険（制度の概要、年金未納率の上昇に対する政府の対応策など） 

第4回 社会福祉サービス（児童福祉、障害者福祉の概要、子育て支援の具体策、児童虐待における医療者の義務など） 

第5回 公的扶助（生活保護の受給資格、給付内容、不正受給者対策の問題点など） 

第6回 労働保険（雇用保険と労働災害保険の内容、日本の労働環境の抱える問題点など）  

第7回 テスト 

成績評価の方法 

評価 ： 試験 ８０  ％ ・ レポート   ０％ ・ その他（リアクションペーパー     ） ２０ ％ 

再評価：  有（再評価方法レポート）試験の受験資格には 3分の 2以上の出席が必要。   

 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による 

準備学習などについての具体的な指示 

社会保障に関するニュースは、財政状況や保険料の引き上げなど、日々ニュースに取り上げられています。そうしたニュースに敏感にな

り、授業内容と関連付ける癖をつけてください。こうしたニュースに関しては、リアクションペーパー等で簡単に記述してもらおうと考えてい

ます。 

教科書 

特に指定しません。 
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参考書 

椋原美智子・田中耕太郎『はじめての社会保障（第 12版）』有斐閣、2015 年。加藤智章ら『社会保障法（第 5版）』有斐閣、2013年。尾形健

『福祉国家と憲法構造』有斐閣、2011年。厚生労働省HP:http://www.mhlw.go.jp/ 

履修上の注意事項 

①出欠管理システムの記録と教員の出欠調査を併用します。②教員の出欠調査は、出席調査票や簡単なリアクションペーパーの提出で

行います。③3分の 2以上の出席を満たさなければ、原則、テストの受験資格を得られません。④代返などの不正行為には厳正に対処し

ます。 
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時間割番号 000803 

科目名 主題別人文社会科学セミナー（文化と人間） 

担当教員 髙尾 千津子 

開講時期 通年 対象年次 3   

曜日・時間：木曜3限 

受講資格：「文化と人間」選択者 

授業の目的、概要等 

「都市の風景」を主題とする文献を読み、我が国や世界の都市文化、建築、異文化接触の歴史を考える。題材としては、「外国人が見た東

京のイメージ」あるいは「失われた風景と文化遺産」などを予定している。映像資料なども利用しつつ、グループ討論を行う。後半のセミナ

ーでは履修者の関心にしたがって各自の論文の構想を発表してもらい、複数の討論者を指名し、コメントや討論を行う。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 

1 4/7 11:10-12:00 医学科講

義室2 

オリエンテーション 髙尾 千津子 

2 4/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第1回 髙尾 千津子 

3 4/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第2回 髙尾 千津子 

4 4/28 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第3回 髙尾 千津子 

5 5/12 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第4回 髙尾 千津子 

6 5/19 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第5回 髙尾 千津子 

7 5/26 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第6回 髙尾 千津子 

8 6/2 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第7回 髙尾 千津子 

9 6/9 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第1回 髙尾 千津子 

10 6/16 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第2回 髙尾 千津子 

11 6/23 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第3回 髙尾 千津子 

12 6/30 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第4回 髙尾 千津子 

13 7/7 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

第5回 髙尾 千津子 
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11 

14 7/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第6回 髙尾 千津子 

15 7/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第7回 髙尾 千津子 

16 10/6 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第1回 髙尾 千津子 

17 10/13 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第2回 髙尾 千津子 

18 10/27 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第3回 髙尾 千津子 

19 11/10 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第4回 髙尾 千津子 

20 11/17 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第5回 髙尾 千津子 

21 11/24 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第6回 髙尾 千津子 

22 12/1 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

11 

第7回 髙尾 千津子 

23 12/8 11:10-12:00 医学科講

義室2 

総括セミナー 髙尾 千津子 

24 12/15 11:10-12:00 医学科講

義室2 

合同総括セミナー 髙尾 千津子 

25 12/22 11:10-12:00 医学科講

義室2 

総括セミナー 髙尾 千津子 

26 1/5 11:10-12:00 医学科講

義室2 

総括セミナー 髙尾 千津子 

27 1/12 11:10-12:00 医学科講

義室2 

総括セミナー 髙尾 千津子 

28 1/19 11:10-12:00 医学科講

義室2 

総括セミナー 髙尾 千津子 

29 1/26 11:10-12:00 医学科講

義室2 

総括セミナー 髙尾 千津子 

30 2/2 11:10-12:00 医学科講

義室2 

総括セミナー 髙尾 千津子 

 

授業方法 

演習形式 

授業内容 

 ヘンリー・スミス「村としての東京 変転する近代日本の首都像」、渡部京二『逝きし世の面影』平凡社などの文献を利用する予定である。 

成績評価の基準 
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セミナー論文60％、授業への参加20%、発表と討論20% 

準備学習などについての具体的な指示 

配布したプリントを必ず読んでおくこと。報告と討論のための下準備をしておくこと。 

教科書 

シリーズ＊都市・建築・歴史／鈴木博之／〔ほか〕編,：東京大学出版会，2006 

プリントを配布する。 

参考書 

渡部京二著『逝きし世の面影』（平凡社） 

連絡先 

髙尾 千津子:takao.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

髙尾 千津子:毎週金曜日 12:30〜13:30 
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時間割番号 000804 

科目名 主題別人文社会科学セミナー（生命と人間） 

担当教員 田中 智彦 

開講時期 通年 対象年次 3   

◇ 曜日・時間：木曜2限 

◇ 対象学科：医学科・歯学科 

◇ 受講資格：「生命と人間」の主題であること 

◇ 科目を履修して得られる能力（コンピテンシー） 

   別表1-3）人間の歴史的営みを理解する 

   別表1-5）人間の思考の枠組みを知り、自らの思考を振り返る 

   別表1-10）現代社会における科学の責任を意識できるようになる 

授業の目的、概要等 

「生命」という概念をもつ生物は、おそらく人間だけでしょう。そしてそれゆえに、人間だけが自分の生命に「終わり」のあることを意識し、自

分に生命が「ある」ことの意味を問う。あるいはそうせざるをえない。またそれゆえに人間だけが、生命とは何かを探究し、ついには生命

を操作しようとしさえする。もっともこうしたことは、何も現代に特有のことではなく、人間が「人間」として言語と文化を獲得し、社会を築くよ

うになって以来、連綿と続けられてきたことでした。 

 このことは他方で、私たちが生命について何ごとかを認識し、考え、語るときにはそこに、私たちの言語・文化・社会が色濃く影を落とし

ていることを示唆します。そしてそうであるとするならば、そのような「影」にどれほど自覚的でありうるかは、私たちが生命について、また

人間の生と死について、どれほど深く認識し、考え、語りうるかを左右することになるでしょう。そこでこのセミナーでは、そうした「自覚」や

「深さ」へと接近する手立てとして、さまざまな論点について考察していきます。 

 

授業の到達目標(SB0s) 

 セミナーでとりあげられる論点について理解するとともに、それらと各人がこれまでに学んできたこととを結びつけ、そうして「セミナー論

文」のための適切な問題設定を見いだすこと。 

 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 

1 4/7 11:10-12:00 大学院講

義室2 

オリエンテーション 田中 智彦 

2 4/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第1回 田中 智彦 

3 4/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第2回 田中 智彦 

4 4/28 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第3回 田中 智彦 

5 5/12 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第4回 田中 智彦 

6 5/19 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第5回 田中 智彦 

7 5/26 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第6回 田中 智彦 

8 6/2 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第7回 田中 智彦 

9 6/9 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第1回 田中 智彦 

10 6/16 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第2回 田中 智彦 

11 6/23 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第3回 田中 智彦 
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12 6/30 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第4回 田中 智彦 

13 7/7 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第5回 田中 智彦 

14 7/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第6回 田中 智彦 

15 7/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第7回 田中 智彦 

16 10/6 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第1回 田中 智彦 

17 10/13 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第2回 田中 智彦 

18 10/27 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第3回 田中 智彦 

19 11/10 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第4回 田中 智彦 

20 11/17 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第5回 田中 智彦 

21 11/24 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第6回 田中 智彦 

22 12/1 11:10-12:00 共用セミ

ナー室9 

第7回 田中 智彦 

23 12/8 11:10-12:00 症例検討

室 

総括セミナー 田中 智彦 

24 12/15 11:10-12:00 症例検討

室 

総括セミナー 田中 智彦 

25 12/22 11:10-12:00 症例検討

室 

合同総括セミナー 田中 智彦 

26 1/5 11:10-12:00 症例検討

室 

総括セミナー 田中 智彦 

27 1/12 11:10-12:00 症例検討

室 

総括セミナー 田中 智彦 

28 1/19 11:10-12:00 症例検討

室 

総括セミナー 田中 智彦 

29 1/26 11:10-12:00 症例検討

室 

総括セミナー 田中 智彦 

30 2/2 11:10-12:00 症例検討

室 

総括セミナー 田中 智彦 

 

授業方法 

 授業は「講義＋ディスカッション」の形式で行う予定です。 

 教科書は使用せず、そのつどレジュメを配布します。参考文献は授業の中で随時紹介していきます。 

授業内容 

第1-2回 生命とは何か、生きているとはどういうことかをめぐって 

第3-4回 「病む」とは、「老いる」とはどういうことかをめぐって 

第5-6回 生命・身体と言語・文化・社会との関係性をめぐって 

第7回  セミナー論文の構想について 

成績評価の方法 

◇評価：セミナー論文 70％ 

    その他 30％（出席状況、授業への参加度など） 
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◇再評価：有（レポート） 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表2」による 

準備学習などについての具体的な指示 

 授業で学んだことを自分の中で咀嚼すること、そして自分なりに他の問題や出来事、現象の理解に結びつけてみることを実践しながら、

毎回の授業に臨むようにしてください。 

試験の受験資格 

◇ セミナー論文の提出資格：原則7回中5回以上の出席 

教科書 

 教科書はありません。毎回レジュメを配布します。 

参考書 

 参考書等は授業の中で随時紹介します。 

履修上の注意事項 

 出欠については、出欠管理システムの記録と教員がとる出欠とを併用します。 

連絡先 

田中 智彦:tanaka.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

田中 智彦:毎週月曜日 12：30〜13：30 管理研究棟2階 哲学研究室 
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時間割番号 000805 

科目名 主題別人文社会科学セミナー（言語と人間） 

担当教員 土佐 朋子 

開講時期 通年 対象年次 3   

・曜日・時間：木曜3限 

・対象学科：医学科・歯学科 

・受講資格：「言語と人間」の主題であること 

・科目を履修して得られる能力（コンピテシー） 

  別表１－１）言語を通した人間の創造的営みを理解する 

  別表１－５）人間の思考の枠組みを知り、自らの思考を振り返る 

授業の目的、概要等 

 人間を他の生物から区別するものの一つに「言語」がある。人間は他者同士で構成されるこの社会において、他者とコミュニケートする

ために言語が必要となる。医療従事者も、常に「患者」という他者の言葉と向き合っていかねばならない立場にある。 

 我々は、人間が言葉を使っている、つまりある形を持った考えを言葉で表現して伝え、真実を言葉で再現して伝えていると思いがちであ

る。 

 しかし、発話主体の制御を時に発話者の意図せぬところで意図せぬメッセージとなって他者に受け取られたり、同じ「真実」であるはず

なのにまったく異なる真実が語り出されるということを、我々は日々経験する。 

 なぜこのようなことが起こるのだろうか。人間と言語との関係はどのようになっているのか。本当に人間は言語活動の主体たり得るの

か。 

 このような問題意識のもとで、これまで構築されてきた言語や語りに関する理論のいくつかを学び、言語と人間に関する自分なりの見解

を持ち、他者の言葉にどう向き合うべきなのか、患者の言葉をどう聞くべきなのか、抽象的かつ具体的に考察することが目的である。 

授業の到達目標(SB0s) 

①人間と言葉の関係性について理解を深める。 

②先人の理論を学びながら、自分自身の人生や生活に引きつけて考察できるようなる。 

③セミナー論文で現段階における見解をまとめる。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 

1 4/7 11:10-12:00 大学院講

義室1 

オリエンテーション 土佐 朋子 

2 4/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第1回 土佐 朋子 

3 4/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第2回 土佐 朋子 

4 4/28 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第3回 土佐 朋子 

5 5/12 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第4回 土佐 朋子 

6 5/19 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第5回 土佐 朋子 

7 5/26 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第6回 土佐 朋子 

8 6/2 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第7回 土佐 朋子 

9 6/9 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第1回 土佐 朋子 

10 6/16 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第2回 土佐 朋子 

11 6/23 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第3回 土佐 朋子 
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12 6/30 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第4回 土佐 朋子 

13 7/7 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第5回 土佐 朋子 

14 7/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第6回 土佐 朋子 

15 7/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第7回 土佐 朋子 

16 10/6 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第1回 土佐 朋子 

17 10/13 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第2回 土佐 朋子 

18 10/27 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第3回 土佐 朋子 

19 11/10 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第4回 土佐 朋子 

20 11/17 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第5回 土佐 朋子 

21 11/24 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第6回 土佐 朋子 

22 12/1 11:10-12:00 共用セミ

ナー室7 

第7回 土佐 朋子 

23 12/8 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

総括セミナー 土佐 朋子 

24 12/15 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

総括セミナー 土佐 朋子 

25 12/22 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

総括セミナー 土佐 朋子 

26 1/5 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

合同総括セミナー 土佐 朋子 

27 1/12 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

総括セミナー 土佐 朋子 

28 1/19 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

総括セミナー 土佐 朋子 

29 1/26 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

総括セミナー 土佐 朋子 

30 2/2 11:10-12:00 第4ｾﾞﾐﾅ

ｰﾙ室 

総括セミナー 土佐 朋子 

 

授業方法 

演習形式。 

授業内容 

 10人程度のグループごとに、文献にもとづく演習を行う。 

 扱う文献は、ソシュール、ヴァンベニスト、時枝誠記、ロラン・バルトの各論考の予定だが、変更すること可能性もある。演習方式につい

ては授業中に説明する。詳しい日程は、授業詳細日程を参照のこと。 

成績評価の方法 

評価：試験0％・セミナー論文50％ 

   その他（授業への参加度・発表内容等）50％ 

再評価：有（再評価方法 再レポート） 

成績評価の基準 
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「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による。 

準備学習などについての具体的な指示 

文献をしっかりと読むこと。発表には全力で取り組むこと。セミナー論文で取り組む具体的な問題を早めに考えること。 

教科書 

プリントを使用する。 

参考書 

言語の社会心理学―伝えたいことは伝わるのか」／岡本真一郎：中公新書，2013 

ことばの力学―応用言語学への招待／白井恭弘：岩波新書，2013 

言語学の教室 哲学者と学ぶ認知言語学／野矢茂樹・西村義樹：中公新書，2013 

ロラン・バルト『物語の構造分析』（みすず書房、1979）、同『言語のざわめき』（みすず書房、1987）、同『零度のエクリチュール』（ちくま学芸

文庫、1999）、同『恋愛のディスクール・断章』（みすず書房、1980）Ｅ・バンヴェニスト『一般言語学の諸問題』（みすず書房、1983）、時枝誠

記『国語学原論』（岩波文庫、2007）、ソシュール『一般言語学講義』（岩波書店、1972）、野家啓一『物語の哲学』（岩波現代文庫、2005）、吉

本隆明『定本 言語にとって美とは何かⅠ・Ⅱ』（角川ソフィア文庫、2001）、シュタンツェル『物語の構造』（岩波書店、1989）、大森荘藏『時間

と自我』（青土社、1992）、同『時間と存在』（同、1994）、野口裕二編『ナラティヴ・アプローチ』（勁草書房、2009）、ブルーナー『ストーリーの

心理学』（ミネルヴァ書房、2007）、丸山圭三郎『言葉とは何か』（ちくま学芸文庫、2008）、磯部光章『話を聞かない医師 思いが言えない患

者』（集英社新書、2011）など。このほか、授業中に紹介する。 

 

履修上の注意事項 

出欠管理システムの記録より、教員がとる出欠を優先させます。 

連絡先 

土佐 朋子:tosa.las@tmd.ac.jp 

オフィスアワー 

土佐 朋子:毎週水曜 PM.12:30-PM.14:50 

管理研究棟2階文学研究室 
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時間割番号 000806 

科目名 主題別人文社会科学セミナー（制度と人間） 

担当教員 青山 豊 

開講時期 通年 対象年次 3   

曜日・時間：木曜日3時限（11時10分～12時） 

受講資格：主題「制度と人間」コースであること 

科目を履修して得られる能力(コンピテンシー）：：1－2）、1－9）、1－10）、3－3） 

授業の目的、概要等 

憲法は何のためにあるのか。立憲主義とはどういう考えなのか。憲法は私たちに明るい未来を保障するどころか、時には人々の生活や

生命をも左右する「危険」な存在になりうる。改憲論議が高まりつつある現在、憲法にまつわる様々な誤解や幻想を指摘しながら、その本

質についての冷静な考察を促すことを目指す。 

授業の到達目標(SB0s) 

現代国家における立憲主義と民主主義との併存可能性を制度構造の観点から説明できるようになること。 

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 

1 4/7 11:10-12:00 大学院講

義室3 

オリエンテーション 青山 豊 

2 4/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第1回 青山 豊 

3 4/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第2回 青山 豊 

4 4/28 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第3回 青山 豊 

5 5/12 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第4回 青山 豊 

6 5/19 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第5回 青山 豊 

7 5/26 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第6回 青山 豊 

8 6/2 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第7回 青山 豊 

9 6/9 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第1回 青山 豊 

10 6/16 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第2回 青山 豊 

11 6/23 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第3回 青山 豊 

12 6/30 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

第4回 青山 豊 
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10 

13 7/7 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第5回 青山 豊 

14 7/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第6回 青山 豊 

15 7/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第7回 青山 豊 

16 10/6 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第1回 青山 豊 

17 10/13 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第2回 青山 豊 

18 10/27 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第3回 青山 豊 

19 11/10 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第4回 青山 豊 

20 11/17 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第5回 青山 豊 

21 11/24 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第6回 青山 豊 

22 12/1 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

10 

第7回 青山 豊 

23 12/8 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 青山 豊 

24 12/15 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 青山 豊 

25 12/22 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 青山 豊 

26 1/5 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 青山 豊 

27 1/12 11:10-12:00 大学院講

義室3 

合同総括セミナー 青山 豊 

28 1/19 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 青山 豊 

29 1/26 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 青山 豊 

30 2/2 11:10-12:00 大学院講

義室3 

総括セミナー 青山 豊 

 

授業方法 

講義とゼミを並行的に行う 
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授業内容 

第1回 立憲主義の成立  

第2回 日本の伝統と公私の区分  

第3回 憲法改正論議を考える  

第4回 立憲主義と冷戦後の世界  

第5回 立憲主義と民主主義  

第6回 民主主義になぜ憲法が必要か  

第7回 二元的民主政 

成績評価の方法 

評価 ： 試験 ０  ％ ・ レポート 85 ％ ・ その他（ 出席 ）15 ％ 

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による 

準備学習などについての具体的な指示 

指定教科書および配布プリントを事前に必ず精読し、配布プリント記載の例題に対応すること 

教科書 

長谷部恭男・杉田敦著『憲法と民主主義の論じ方』（朝日新聞出版、2016） 

参考書 

愛敬浩二『改憲問題』（ちくま新書、2006 年）、宇野重規『〈私〉時代のデモクラシー』（岩波新書、2010 年）、佐々木毅『民主主義という不思議

な仕組み』（ちくまプリマー新書、2007 年）、杉田敦『デモクラシーの論じ方－論争の政治』（ちくま新書、2001 年）、長谷部恭男『憲法と平和

を問いなおす』（ちくま新書、2004年）、樋口陽一『個人と国家』（集英社新書、2000年）、長谷部恭男『憲法とは何か』（岩波新書、2006） 

履修上の注意事項 

毎回出欠を確認します。10分以上の遅刻は欠席扱いとなり、減点対象になりますので気を付けて下さい。 

連絡先 

青山 豊:教養教務・支援係までお問い合わせ下さい。 

オフィスアワー 

青山 豊:教養教務・支援係までお問い合わせ下さい。 
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時間割番号 000807 

科目名 主題別人文社会科学セミナー（時間と人間） 

担当教員 飯田 卓 

開講時期 通年 対象年次 3   

曜日・時間： 木曜 3限 

科目を履修して得られる能力(コンピテンシー）：1-3)、1-4)、1-5)、2-5) 

授業の目的、概要等 

 本セミナーでは、時間の観点から、人間あるいは人間の生死の問題について考察します。それは、私たちの経験がどのように可能であ

り、どのように不可能であるのかということを考えることでもあります。ただし、時間の存在を素朴に自明視したまま、人間について中心的

に考察するわけではありません。たとえば、しばしばなされるように時間を「ｔ」で表すことによって、時間を流れではなく、空間上の軌跡と

して捉えれば（時間の空間化）、それで事足りるといったわけではありません。むしろここで問題にしたい時間とは、「t」で表したり微分操

作をしたりする以前の時間なのです。あるいは、人間の意識や行為から独立して時間なるものが存在すると想定したうえで、そのような

時間が一方的に人間を規定・拘束する在り方を考察するわけではありません。時間の実在を認める立場には、時間に関する常識的見方

だけでなく、キリスト教における世界創造説、近代以降の自然科学的見方、そして人文・社会科学的見方もその大部分が含まれますが、

むしろここでの目的は、そうした見方を批判的に吟味しながら、時間と人間について考察することにあります。 

 時間を無条件に実体化して捉える実在論的独断や、時間を主観的観念あるいは意識に還元する観念論的独断に陥ることなく、時間と人

間について考察しようとするならば、時間の量的な側面（物理的・客観的時間等）、または時間の質的な側面（過去・現在・未来という様相、

体験的・行為的時間等）の一方のみをもって時間の本質とみなしてしまうのではなく、なによりも両者の相互反映的な関係を問うことが求

められるでしょう。すなわち、時間を二つ以上の出来事（変化）の相関（天体の運動・時計等と人間の意識・行為等との相関）と捉えたうえ

で、両者を媒介するような意味というものに注目し、時間というものが、さまざまな文化・社会・歴史的状況に置かれた人間を経由してはじ

めてその時間的意味を獲得し（たとえば、現在の行為における関心によって先取りされる未来とのかかわりが、時間に実質と意味を与え

る）、同時にこのような仕方で構成された時間を背景（前提）として人間（による時間構成）もまた成立するという、いわば自己言及的な循環

から時間と人間との関係を考察する必要があるのです。時間という概念は、そのうちに人間の意識や行為を含んでいると言ってもよいで

しょう。この意味で、時間への問いとは自己への問いでもあり、その解明の作業は同時に自己反省の作業となるはずです。 

授業の到達目標(SB0s) 

 「○○とは何か」という問いは、その問い自体が○○についての一定の知識を論理的に前提しています。そして時間に関するかぎり、

「○○とは何か」という問い方は、十分に吟味しなければけっして正しい問いの立て方とは言えません。というのは、時間について問うた

り語ったりすること自体が、時間を必要としているという事情があるだけでなく、「時間とは何か」という問いの形式そのものが、先に述べ

たような時間についての一定の先入見（実体化）に基づいているために、その妥当性を吟味しなければ、この問いは問いとして正当かつ

十分な資格を持ちえないからです。時間についての問い方が誤っているということは、時間にアプローチする基本的な姿勢が誤っている

ことにほかならないのです。このことを踏まえて本セミナーでは、まずは文献講読と討議を通して、時間を自明視しない姿勢を身につける

こと。そして変化や運動、継起の順序、持続や流れ、過去・現在・未来、連続性といった時間に関する基本的な諸概念を理解したうえで、時

間と人間について考察できるようになること。そのうえで、各自の興味・関心にしたがって最終的に執筆する「セミナー論文」において、（そ

の主題が生物的時間であれ、物理的時間であれ、社会的時間であれ、心理的時間であれ、歴史的時間であれ、文学的時間であれ、芸術

的時間であれ・・・）正しく問いを設定し、一定の結論を導くことができるようになること。以上のことを到達目標とします。  

授業計画 

回 日付 時刻 講義室 授業題目 担当教員 

1 4/7 11:10-12:00 大学院講

義室4 

オリエンテーション 飯田 卓 

2 4/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第1回 飯田 卓 

3 4/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第2回 飯田 卓 

4 4/28 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第3回 飯田 卓 

5 5/12 11:10-12:00 共用セミ 第4回 飯田 卓 
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ナー室

12 

6 5/19 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第5回 飯田 卓 

7 5/26 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第6回 飯田 卓 

8 6/2 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第7回 飯田 卓 

9 6/9 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第1回 飯田 卓 

10 6/16 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第2回 飯田 卓 

11 6/23 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第3回 飯田 卓 

12 6/30 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第4回 飯田 卓 

13 7/7 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第5回 飯田 卓 

14 7/14 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第6回 飯田 卓 

15 7/21 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第7回 飯田 卓 

16 10/6 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第1回 飯田 卓 

17 10/13 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第2回 飯田 卓 

18 10/27 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第3回 飯田 卓 

19 11/10 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第4回 飯田 卓 

20 11/17 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第5回 飯田 卓 

21 11/24 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

第6回 飯田 卓 
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12 

22 12/1 11:10-12:00 共用セミ

ナー室

12 

第7回 飯田 卓 

23 12/8 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 飯田 卓 

24 12/15 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 飯田 卓 

25 12/22 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 飯田 卓 

26 1/5 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 飯田 卓 

27 1/12 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 飯田 卓 

28 1/19 11:10-12:00 大学院講

義室4 

合同総括セミナー 飯田 卓 

29 1/26 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 飯田 卓 

30 2/2 11:10-12:00 大学院講

義室4 

総括セミナー 飯田 卓 

 

授業方法 

演習形式 

授業内容 

 授業は演習形式で進めてゆきますので、各回とも履修者各自による発表・質問・討議が中心となります。前半（グループ別）では、履修者

の興味・関心に沿って比較的平易な時間に関する文献をいくつか選び、それらを全員で講読します。具体的には履修者のあいだで分担

（発表・質問担当）を決め、発表担当者には PowerPointを用いて内容について報告を行っていただきます。そして報告された内容をもとに

討議を行うという仕方で進めてゆきます。後半（総括セミナー）では各自の興味・関心にしたがった研究の成果を報告していただき、その

報告をもとに討議を行うという仕方で進めてゆきます。 

成績評価の方法 

評価 ： 試験   ％ ・ レポート（セミナー論文） 70％ ・ その他（出席・コメントシート等） 30％ 

再評価： 有（セミナー論文再提出）  

成績評価の基準 

「東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 別表２」による 

準備学習などについての具体的な指示 

配布された文献は、次回までに目を通しておいてください。 

教科書 

とくに必要ありません。参考までに、昨年度のセミナーで用いた文献（論文集）を一部挙げておきます。広中平祐・井上愼一・金子務[編]『時

間と時――今日を豊かにするために』日本学会事務センター学会出版センター（2002年）、村上陽一郎[編]『東京大学教養講座3 時間と人

間』東京大学出版会（1981 年）、向坊隆ほか『東京大学公開講座 時間』東京大学出版会（1980 年）、伏見康治・柳瀬睦男[編]『時間とは何

か』中央公論社（1974 年）、渡辺慧・渡辺ドロテア『時間と人間』中央公論社（1979 年）、田山忠行［編］『時を編む人間――人文科学の時間

論』北海道大学出版会（2015年）、井上俊・上野千鶴子・大澤真幸・見田宗介・吉見俊哉[編]『岩波講座 現代社会学6 時間と空間の社会学』

岩波書店（1996年）、田島節夫・坂本賢三・市川浩・坂部恵・村上陽一郎[編]『講座現代の哲学1 時間・空間』弘文堂（1977年）、大森荘蔵・滝

浦静雄・中村雄二郎・藤沢令夫[編]『新岩波講座哲学7 トポス 空間 時間』岩波書店（1985年）、小安増生・白井利明[編]『発達科学ハンドブ

ック3 時間と人間』新曜社（2011年）、橋本毅彦・栗山茂久[編]『遅刻の誕生――近代日本における時間意識の形成』三元社（2001年）、「別

冊・数理科学 時間論の諸パラダイム」サイエンス社（2004年）等 

参考書 

教場にて適宜指示しますが、さしあたり以下の文献を挙げておきます。アリストテレス『アリストテレス全集3 自然学』岩波書店（1987年）、

H.ベルクソン『意識に直接与えられたものについての試論』ちくま学芸文庫（2002 年）、E.フッサール『内的時間意識の現象学』みすず書房

（1970 年）、M.ハイデガー『存在と時間』岩波文庫（2013 年）、E.ミンコフスキー『生きられる時間――現象学的・精神病理学的研究』みすず
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書房（1972 年）、E.マッハ『時間と空間』法政大学出版局（2008 年）、P.ホーウィッチ『時間に向きはあるか』丸善（1992 年）、R.モリス『時間の

矢』地人選書（1987 年）、B.リベット『マインド・タイム――脳と意識の時間』岩波書店（2005 年）、P.J.ズワルト『時間について』紀伊國屋書店

（1980年）、J.メイザー『ゼノンのパラドックス――時間と空間をめぐる 2500年の謎』白揚社（2009年）、R.ペドヴィン『時間と空間をめぐる 12

の謎』岩波書店（2012 年）、B.アダム『時間と社会理論』法政大学出版局（1997 年）、渡辺慧『時』河出書房新社（2012 年）、大森荘蔵『時間と

自我』青土社（1992年）、滝浦静雄『時間』岩波新書（1976年）、植村恒一郎『時間の本性』勁草書房（2002年）、入不二基義『時間は実在する

か』講談社現代新書（2002 年）、中島義道『「時間」を哲学する』講談社現代新書（1996 年）、青山拓央『タイムトラベルの哲学』ちくま文庫

（2011年）、野家啓一『物語の哲学』岩波現代文庫（2005年）、真木悠介『時間の比較社会学』岩波現代文庫（2003年）、今村仁司『近代性の

構造――「企て」から「試み」へ』講談社選書メチエ（1994 年）、西本郁子『時間意識の近代――「時は金なり」の社会史』法政大学出版局

（2006年）、内山節『時間についての十二章――哲学における時間の問題』岩波書店（1993年）、木村敏『時間と自己』中公新書（1982年）、

広井良典『生命と時間――科学・医療・文化の接点』勁草書房（1994年）、本川達雄『ゾウの時間 ネズミの時間』中公新書（1992年）、M.エン

デ『モモ』岩波少年文庫（2005年）、A.ハート=デイヴィス『時間の図鑑』悠書館（2012年）、A.カレル『人間 この未知なるもの』三笠書房（1992

年）等 

履修上の注意事項 

毎回コメントシートを配布し、出欠をとります。 

連絡先 

飯田 卓:教養教務・支援係までお問い合わせ下さい。 

オフィスアワー 

飯田 卓:教養教務・支援係までお問い合わせ下さい。 
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東京医科歯科大学全学共通科目履修規則 

 

                      平 成 １ ６ 年 ４ 月 １ 日 

                            規 則 第 ２ １ ７ 号 

 

（趣旨） 

第１条 東京医科歯科大学における全学に共通する教育科目（以下「全学共通科目」という。）の履修に

関しては、東京医科歯科大学学則（平成１６年規程第４号。以下「学則」という。）に定めるものの

ほか、この規則の定めるところによる。 

 

 （授業科目の編成） 

第２条 全学共通科目における授業科目は、次の４系をもって編成する。 

自由教育講義系 

自由教育実習系 

自由教育セミナー系 

基 礎 教 育 系 

 

 （授業科目及び単位数） 

第３条 前条の各系に属する授業科目及び修得すべき単位数等は、別表１に定めるとおりとする。 

２ 前項の授業科目及び修得すべき単位数等は、教養部教授会の議を経て定めるものとする。 

 

 （１単位当たりの授業時間） 

第４条 学則第３６条に定める１単位当たりの授業時間は、次のとおりとする。 

(1) 講義については、１５時間 

(2) 演習については、３０時間 

(3) 実験及び実習については、４５時間 

 

 （履修届） 

第５条 学生は、別に定める授業科目の中から、履修しようとする授業科目を所定の期日までに届け出

なければならない。 

 

 （定期試験） 

第６条 履修した授業科目については、試験を行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、実験、実習を伴う授業科目又は試験を行うことが困難な授業科目等で、

平常の学修の成果を評価して成績を与えることが適切と認められる場合には、試験によらず、指定し

た課題についての報告等をもって試験に代えることができる。 

３ 第１項の試験については、別に定める。 

４ 試験に合格したときは、所定の単位を与える。 

 

 （学習の評価） 

第７条 履修した授業科目の成績については、別表２により学習の評価を行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、前条第２項に該当する授業科目のうち、第１項により難い場合の学習の

評価は、別表３により行う。 
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３ 第１項及び第２項の学習の評価に、平常の学修の成果を加味することができる。 

４ 教養部長は、学習の評価の結果を学生に通知する。 

 

 （再履修） 

第８条 前条により、「不可」又は「不合格」の評価を得た授業科目については、所定の手続きにより再

履修することができる。 

 

 （懲戒） 

第９条 教養部長は、懲戒に相当すると思われる行為があったときは、学則第５８条に定める懲戒の手

続きをとるものとする。なお、手続きについては別に定める。 

 

（進級要件） 

第１０条 別表１（１）に定める単位をすべて修得しなければ、第２学年に進級することができない。 

２ 別表１（２）に定める単位をすべて修得しなければ、第３学年に進級することができない。 

３ 別表１（３）に定める単位をすべて修得しなければ、第４学年に進級することができない。 

４ 全学共通科目の単位の認定については、教養部教授会の議を経て、教養部長がこれを行う。 

５ 教養部長は、前項の認定の結果について各学部長に通知する。 

６ ２年以内に、別表１（１）に定める単位をすべて修得することができない学生には、学則第３３条

による退学を命ずる。ただし、当該期間には、休学の期間を算入しない。 

 

（歯学部口腔保健学科編入学生の履修） 

第１１条 学則第１８条及び第１８条の２に定める歯学部口腔保健学科編入学生の全学共通科目に係る

履修については、別に定める。 

 

 （補則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、全学共通科目の履修に関する必要な事項は、教養部教授会が

別に定める。 

 

附 則 

１ この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

２ 国立大学法人の成立前の東京医科歯科大学に平成１６年３月３１日に在学し、引き続き本学の在学

者となったもの（以下「在学者」という。）及び平成１６年４月１日以後在学者の属する学年に再入学、

転入学及び編入学する者の教育課程の履修については、この規則の規定にかかわらず、なお従前の例

による。    

附 則（平成１８年３月３１日規則第１０号） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）および平成１８

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表

１の規定にかかわらず、なお従前の例による。  

附 則（平成２０年３月３1日規則第８号）     

１ この規則は、平成２０年４月１日から施行する。    

２ 平成２０年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２０年４

月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表（１）

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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附 則（平成２１年３月１９日規則第１１号）     

１ この規則は、平成２１年４月１日から施行する。    

２ 平成２１年３月３１日において現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２１年４

月１日以降在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表（１）

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２２年３月３０日規則第４０号） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 平成２２年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２２年

４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、改正後の別表１、

別表２及び別表３の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２３年３月４日規則第１４号） 

１ この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２３

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者については、この規則にか

かわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２７年 月 日規則第 号） 

１ この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者が履修した科目の学習の評価については、 

 次のとおり読み替えるものとする。 

評価区分 評価 

秀 Ａ＋ 

優 Ａ 

良 Ｂ 

可 Ｃ 

不可 Ｄ 

３ 平成２８年３月３１日において、現に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２８

年４月１日以降に在学者の属する学年に再入学、転入学又は編入学する者（以下「再入学者等」とい

う。）の別表１（１）は、なお従前の例による。ただし、再入学者等の別表１（１）は、従前の例に

加えて、改正後の別表１（１）に掲げる次の授業科目を適用する。 

授業科目 

社会科学特論Ⅰ 

社会科学特論Ⅱ 

Japanese Culture and SocietyⅠ 

Japanese Culture and SocietyⅡ 

グローバル教養科目 
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別表 １         

（１）第 1 学年                 

授 業 科 目 

修 得 す べ き 単 位 数 

備考 

医      学      部 歯 学 部 

医学科 

保健衛生学科 

歯学科 

口腔保健学科 

看護学

専攻 

検査技

術学専

攻 

口腔保

健衛生

学専攻 

口腔保

健工学

専攻 

自
由
教
育
講
義
系 

人
文
科
学
・社
会
科
学 

哲学Ⅰ 

8 8 8 8 8 8 
１科目

２単位 

哲学Ⅱ 

倫理学Ⅰ 

倫理学Ⅱ 

心理学Ⅰ 

心理学Ⅱ 

宗教学Ⅰ 

宗教学Ⅱ 

芸術Ⅰ 

芸術Ⅱ 

歴史学ＡⅠ 

歴史学ＡⅡ 

歴史学ＢⅠ 

歴史学ＢⅡ 

民俗学Ⅰ 

民俗学Ⅱ 

科学史Ⅰ 

科学史Ⅱ 

文学ＡⅠ 

文学ＡⅡ 

文学ＢⅠ 

文学ＢⅡ 

法学Ⅰ 

法学Ⅱ 

政治学Ⅰ 

政治学Ⅱ 

経済学Ⅰ 
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経済学Ⅱ 

社会学ＡⅠ 

社会学ＡⅡ 

社会学ＢⅠ 

社会学ＢⅡ 

社会心理学Ⅰ 

社会心理学Ⅱ 

社会思想史Ⅰ 

社会思想史Ⅱ 

文化人類学Ⅰ 

文化人類学Ⅱ 

社会科学特論Ⅰ 

社会科学特論Ⅱ 

Japanese Culture and 

SocietyⅠ 

Japanese Culture and 

SocietyⅡ 

グローバル教養科目

（注 1） 

自
然
科
学 

物理学入門 
1 

（注 2） 

  
1 

（注 2） 

1 

（注 2） 

    

 

生物学入門    

化学入門       

数学 2     2     

数学基礎     1       

統計学   1 1   1 1 

物理学 2   2  2     

化学 2   2  2     

化学基礎   1     1 1 

生物学 2   2  2     

細胞生物学基礎  1   1 1 

人体の生物学基礎   1     1 1 

自
由
教
育
実
習
系 

外
国
語 

英語 4 4 4 4 4 4   

日  本  語（注 3） 

4 4 4 4 4 4 

 

１科目

４単位 

ドイツ語 

フランス語 
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中国語 

スペイン語             

自
然
科
学 

物理学実験 1     1     

  

化学実験 1     1     

生物学実験 1     1     

科学基礎実験   1 

（注 4） 

1   1 

（注 4） 

 1 

（注 4） 科学基礎演習       

情報科学   1 1   1 1 

情報処理 1     1     

保健 

体育 

スポーツ・健康科学 1 1 1 1 1 1 
  

フィットネスマネージメント 1 1 1 1 1 1 

自由 

教育 

セミナ

－系 

共通 

領域 
自由選択科目 2 1 1 2 1 1 

全学共

通科目

教育要

項に定

める 

基
礎
教
育
系 

共通 

領域 
教養総合講座 1 1 1 1 1 1 

  

連携 

教育 

医療人間学概論（倫理

学） 
  1 

  
      

  

医療人間学概論（法学）   1 1       

医療人間学セミナー   1         

第１学年 小計 34 29 32 34 26 26   

（注）          

1 詳細は、全学共通科目教育要項に定める。 

2 医学部医学科、保健衛生学科検査技術学専攻及び歯学部歯学科の学生については物理学入門、生物学入門、化

学入門のうちから 1 科目（1 単位）を選択する。 

3 外国人留学生のみ履修できる。 

4 保健衛生学科看護学専攻及び口腔保健学科の学生については科学基礎実験または科学基礎演習のいずれか 

 １科目（1 単位）を選択する。 
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（２）第 2 学年 

授 業 科 目 

修 得 す べ き 単 位 数 

備考 

医      学      部 歯 学 部 

医学科 

保健衛生学科 

歯学科 

口腔保健学科 

看護学

専攻 

検査技

術学専

攻 

口腔保

健衛生

学専攻 

口腔保

健工学

専攻 

基礎 

教育系 

教養 

教育 

生命科学基礎 2     2       

主題別選択Ⅰ 1     1       

連携 

教育 

教養英語       4       

情報科学演習       1       

サイエンスＰＢＬ       1       

生命科学（人体の生物学）       2       

生命科学（生物物理化学）       2       

人文社会科学総合講義       2       

第２学年 小計 3     15       

                    

（３）第 3 学年 

授 業 科 目 

修 得 す べ き 単 位 数 

備  

考 

医      学      部 歯 学 部 

医学科 

保健衛生学科 

歯学科 

口腔保健学科 

看護学

専攻 

検査技

術学専

攻 

口腔保

健衛生

学専攻 

口腔保

健工学

専攻 

基礎 

教育系 

教養 

教育 

主題別選択Ⅱ 1     1       

主題別人文社会科学セ

ミナー 
2   

  
2     

  

第３学年 小計 3     3       

全学共通科目 合計 40 29 32 52 26 26   
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別表２         

摘 要 評価基準 評価区分 単位認定 

第７条第１項に該当する授業科目 

当該科目の到達目標

を期待された水準を

超えて達成した 

Ａ＋ 

合格 

当該科目の到達目標

を全て達成した 
Ａ 

当該科目の到達目標

を概ね達成した 
Ｂ 

当該科目の到達目標

のうち最低限を達成

した 

Ｃ 

当該科目の到達目標

を達成していない 
Ｄ 

不合格 
到達目標の達成度を

評価できない 
Ｆ 

         

         

別表３         

摘 要 評価基準 評価区分 単位認定 

第７条第２項に該当する授業科目 

当該科目の到達目標

を達成している 
合格 合格 

当該科目の到達目標

を達成していない 
不合格 不合格 
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